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当
日
、
日
本
銀
行
調
査
計

局 
地
域
経
済
調
査
課
長
の

長
江
敬
氏
・
同
企
画
役
補
佐

の
廣
瀬
賢
二
氏
を
招
き
、
最

近
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
の

講
話
と
、
当
所
各
部
会
代
表

者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
大
川
会
頭

よ
り
、「
日
頃
、
経
済
活
動

を
行
っ
て
い
る
中
で
感
じ
ら

れ
る
事
に
つ
い
て
、
忌
憚
の

な
い
意
見
交
換
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
。
そ

・  

地
域
密
着
に
よ
る
地
域
貢

献
。

・  

各
々
と
の
信
頼
の
構
築
。

◇
金
融
理
財
部
会

伏
木
氏

・ 

補
助
金
を
活
用
し
た
新
た

な
産
業
の
創
造
へ
の
取
組

み
。

　
日
本
銀
行
と
当
所
各
部
会
代
表
者
ら
と
、

地
域
の
景
気
情
勢
や
経
済
政
策
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
を
十
二
月
二
日
開
催
し
た
。

「
日
本
銀
行
と
の

　
意
見
交
換
会
」
開
催

の
後
、
和
賀
専
務
理
事
の
進

行
に
よ
り
、
日
本
銀
行
の
長

江
課
長
か
ら
の
講
話
「
最
近

の
経
済
情
勢
」
を
聴
講
し
た
。

内
容
は
次
の
通
り
。

・ 

国
内
経
済
・
県
内
経
済
共

に
、
内
需
主
導
や
雇
用
増

加
等
に
よ
り
、
緩
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
る
。

・ 
企
業
収
益
は
過
去
最
高
水

準
。
今
後
、
設
備
投
資
へ

向
か
う
事
が
期
待
さ
れ
る
。

・ 
今
後
の
経
済

成
長
に
は
女

性
労
働
力
率

の
向
上
が
必

須
。
官
民
協

力
し
生
産
性

向
上
に
取
り

組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
後
、
各

部
会
代
表
者
と

の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

「
主
な
意
見
」

◇
商
業
部
会

笠
原
氏

財
田
氏

・ 

地
元
商
品
の
販
促
に
よ
る

地
域
活
性
化
及
び
後
継
者

問
題
。

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
る
消
費
動
向
変
化
へ

の
対
策
。

・ 

出
店
増
に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
分
散
化
。

◇
食
品
工
業
部
会

小
田
垣
氏

・ 

お
酒
の
消
費
量
は
全
盛
期

の
３
分
の
１
。
今
後
は
海

外
に
目
を
向
け
る
事
が
重

要
。　
　

◇
金
属
工
業
部
会

山
内
氏

津
布
久
氏

・ 

急
激
な
為
替
変
動
を
避
け

て
欲
し
い
。

・ 

今
後
は
人
材
確
保
が
更
に

難
し
い
。

・ 

最
賃
の
引
上
げ
は
中
小
企

業
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
の
で
慎
重
な
対
応
を
求

め
る
。

◇
建
設
部
会

大
木
氏

・ 
地
域
住
民
の
安
心
安
全
の

た
め
に
災
害
対
策
の
法
整

備
に
つ
い
て
要
望
。

◇
サ
ー
ビ
ス
部
会

荒
金
氏

・ 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
現
状
、
高
齢

者
の
利
用
か
ら
若
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組
み
。

講話する日銀長江敬氏

出席者による意見交換風景

　

最
後
に
長
江
課
長
よ
り
、

「
将
来
に
向
け
、
経
済
の
好

循
環
と
政
策
目
標
達
成
の
た

め
、
皆
様
の
ご
意
見
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。」
と

の
総
評
を
受
け
、
大
変
活
発

な
意
見
交
換
の
機
会
と
な
っ

た
。
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席
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平
成
27
年
度

プ
討
議
を
実
施
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
ど
ん

な
顧
客
に
」「
ど
ん
な
価
値

を
提
供
す
る
か
」
を
よ
り
明

確
か
つ
具
体
的
に
す
る
必
要

が
あ
る
等
、
意
見
や
感
想
が

多
く
よ
せ
ら
れ
た
。

第
二
創
業
塾

　

第
５
講
座 

開
校

　

去
る
11
月
25
日
栃
木
市

内
に
お
い
て
、
栃
木
・
小

山
商
工
会
議
所
交
流
会
議

を
開
催
し
た
。

　

交
流
会
議
は
、
大
川
会

頭
の
進
行
の
も
と
に
、
来

年
開
催
予
定
の
「
と
ち
ぎ

秋
ま
つ
り
」「
栃
木
市
の

産
業
と
物
産
展
」
に
小
山

市
を
招
待
し
、
両
市
の
物

産
等
を
栃
木
小
山
商
工
会

議
所
が
連
携
し
て
開
催
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

去
る
11
月
15
日
、
当
所
に

お
い
て
第
二
創
業
塾
「
第
五

講
座
」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、「
第
二
創
業
成

功
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
講
座
を
実
施
し

た
。

　

ま
ず
、
講
師
よ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
を
仕
組

ん
で
い
く
た
め
の
発
想
法
に

つ
い
て
、
次
に
、
第
二
創
業

型
と
経
営
革
新
型
の
事
例
紹

介
に
つ
い
て
・
進
捗
管
理
に

つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
今
回
も
グ
ル
ー

 

　「
納
税
表
彰
式
」
挙
行

　

11
月
16
日
、
当
所
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
平
成
27
年

度
納
税
表
彰
式
（
栃
木
税

務
署
・
栃
木
県
税
事
務

所
・
栃
木
税
務
署
納
税
推

進
協
議
会
主
催
）
が
、
多

数
の
来
賓
を
迎
え
挙
行
さ

れ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
租
税
教

育
推
進
校
感
謝
状
贈
呈
、

高
校
生
・
中
学
生
に
よ
る

「
税
の
作
文
」
の
賞
状
伝
達

が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
国
税
申

告
と
納
税
に
関
し
て
功
績

顕
著
な
個
人
及
び
法
人
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
先
般
関
東
信
越
国
税

局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

金
子
康
法
様
の
ご
披
露
が

行
わ
れ
た
。

主
な
受
賞
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

栃
木
税
務
署
長
表
彰

永
田　
　

章　

他
４
名

栃
木
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
表
彰

三
井　

勝
茂

栃
木
税
務
署
管
内
青
色
申

告
会
連
合
会
長
表
彰

大
豆
生
田　

タ
カ
子　

他

11
名

（
公
社
）
栃
木
法
人
会
長

表
彰

早
乙
女　

正　

他
11
名

栃
木
県
酒
造
組
合
栃
木
支

部
会
長
表
彰

小
林　

甚
一
郎

栃
木
間
税
会
長
表
彰

相
田　

一
則

　
栃
木
小
山
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
交
流
会
議
開
催

　

去
る
11
月
18
日
、
当
所
に

お
い
て
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

の
原
理
を
知
り
今
後
の
経
営

に
活
か
す
」
と
題
し
、（
公

財
）
栃
木
県
南
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

に
よ
り
、
初
心
者
向
け
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
の

㈲
那
須
化
成
３
Ｄ
テ
ク
ニ
カ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

渡

邊
陸
斗
氏
よ
り
、
導
入
に
際

し
て
必
要
な
モ
ノ
の
考
え
方

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
参
加
し

た
25
事
業
所
29
名
の
受
講
者

た
ち
は
各
々
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

セ
ミ
ナ
ー

開催報告

お早目にご利用くださいお早目にご利用ください

問合せ：栃木市商工経済団体連絡協議会
　　　　　　　　　　栃木商工会議所内
　　　　TEL ２３－３１３１

平成 28 年

1月31日(日)まで
有効期限が過ぎた商品券は､
ご利用頂けませんので、
ご注意下さい｡

有効期限

会議開催風景

受講風景セミナー開催風景

大川会頭　来賓挨拶
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日
本
と
欧
米
と
で
は
、

経
営
の
価
値
観
に
つ
い

て
、
大
き
な
違
い
が
出
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
そ
の
昔
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
が
、
格
付
け

会
社
か
ら
ラ
ン
ク
を
引
き

下
げ
ら
れ
て
、
話
題
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
理
由
と
い
う
の

が
、
旧
態
依
然
た
る
終
身

雇
用
を
維
持
し
て
い
る
か

ら
、
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
評
価
は
お
か
し
い
と

ト
ヨ
タ
は
抗
議
。

　

結
局
、
業
績
好
調
を
続

け
た
ト
ヨ
タ
に
対
し
て
、

自
分
の
方
が
間
違
っ
て
い

た
、
と
格
付
け
会
社
が
謝

罪
す
る
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
思

い
浮
か
べ
た
の
が
『
論
語
』

の
次
の
言
葉
で
す
。

・
昔
の
人
々
は
軽
々
し
く

発
言
し
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
実
行
が
伴
わ

な
い
こ
と
を
恥
と
し
た

か
ら
で
あ
る
（
古
者
、

渋
沢
栄
一
と
『
論
語
』
を
ひ
も
解
く

　
　   

古
者
、
言
を
出
だ
さ
ざ
る
は
、

　
　 

躬
の
逮
ば
ざ
る
を
恥
て
な
り

　
　   

君
子
は
言
に
訥
に
し
て
、

　
　 

行
な
い
に
敏
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す

 

（『
論
語
』
里
仁
篇
）守  屋　　淳

（もりや・あつし）
昭和40年東京生まれ。大手書店勤務を経て独立。Webで［本］
のメルマガ、［書評］のメルマガを創刊、編集同人を務めて
いる。著書に『孫子・戦略・クラウゼヴィッツ』（プレジデ
ント社）、『最強の孫子』『活かす論語』（日本実業出版社）、
共著訳書に『中国古典の名言録』（東洋経済新報社）、講演
CDに『新説  孫子の兵法』『ビジネス版  三国志』（日経BP社）
など多数。
http://www.honmaga.net/

　

栃
木
商
工
会
議
所
会

費
を
ま
だ
納
入
さ
れ
て

い
な
い
会
員
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
再
度
、

納
付
書
を
ご
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
振
込
み
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
の

お
手
続
き
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

総
務
課

℡ 
23
‐
３
１
３
１

 

平
成
27
年
度

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　

当
所
で
は
、
従
業
員

の
源
泉
所
得
税
年
末
調

整
相
談
会
を
、
納
付
期

限
（
納
期
の
特
例
を
申

請
し
て
い
る
方
）
に
合

わ
せ
て
、
左
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

１
月

◆
商
工
法
律
相
談

日　

時　

１
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

相
談
員　

弁
護
士

◆
司
法
書
士
法
律
相
談

日　

時　
１
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

相
談
員　

司
法
書
士

◆
知
的
財
産
権
相
談

日　

時　

1
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

相
談
員　

弁
理
士

◆
経
営
ま
る
ご
と
相
談

日　

時　

1
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

相
談
員　

　
　
　

中
小
企
業
診
断
士

◆
金
融
相
談

　
運
転
資
金
手
当
・
設
備
導
入

日　

時　

1
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

　

e-tax とは、申告など国税に関する各種
の手続についてインターネットを利用し
て電子的に手続きが行えるシステムです。
【お問合せ先】栃木税務署　℡ 22-0885

自宅からネットが便利
申告 申請・

日　
時　

　
　
　

１
月
８
日
（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
～
12
時

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

会　
場　
当
所
会
議
室

費　
用　
無
料

　
注
、
納
付
税
額
が
な
い

場
合
で
も
、
所
定
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

言
を
出
だ
さ
ざ
る
は
、

躬
の
逮
ば
ざ
る
を
恥
て

な
り
）　
　
　

里
仁
篇

・
君
子
は
能
弁
で
あ
る
必

要
は
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
機
敏
な
方
法
を
心
が

け
た
い
（
君
子
は
言
に

訥
に
し
て
、
行
な
い
に

敏
な
ら
ん
こ
と
を
欲

す
）　
　
　
　

里
仁
篇

　

孔
子
に
と
っ
て
、
実
践

で
き
も
し
な
い
の
に
、
言

葉
ば
か
り
と
い
う
の
は
、

一
番
恥
ず
か
し
い
行
為

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

～
後
編
に
続
く
～

相
談
員　

　
　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　

 

佐
野
支
店
国
民
生
活

事
業

　
　

 

宇
都
宮
支
店
中
小
事

業

◆
労
務
雇
用
相
談

日　

時　

1
月
8
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

相
談
員　

　
　
　

社
会
保
険
労
務
士
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会員募集＆共済制度加入促進キャンペーンに
ご協力いただきありがとうございました

　　　  栃木商工会議所・うずま共済 をよろしくお願いします。

うずま共済は、栃木商工会議所が、アクサ生命保険株式会社と締結した福祉団体定期保険（入院給付金付災
害割増特約・ガン死亡特約付）と当商工会議所独自の給付制度を会員のみなさまにご利用いただくものです。

　　〈うずま共済の特長〉　

平成27年12月10日発行 栃 木 商 工 会 議 所 ニ ュ ー ス  ⑷

共
済
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

引き続き

お支払い事由　　　　　　　　　　　　

１
口
の
例

死亡

死亡保険金＋災害保険金 ３５０万円

死亡保険金＋ガン死亡保険金 １４０万円

死亡保険金 ７０万円

高度障害
高度障害保険金＋災害高度障害保険金 ３５０万円

高度障害保険金 ７０万円

入院 入院給付金（１日につき） ２,１００円

保険年齢 性別 １口

月
額
掛
金

１５歳～６０歳 男性
女性

１,０００円
１,０００円

６１歳～６５歳 男性
女性

１,５５４円
１,１７６円

６６歳～７０歳
　（継続のみ）

男性
女性

１,９８０円
１,３４１円

会
員
動
向

●
㈱
ア
シ
ス
ト
リ
ン
ク
（
製

造
技
術
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
）

　
代
表
取
締
役　

横
松　

和
美

　

真
岡
市
寺
内
１
０
４
０
‐

１
７

　

℡
０
９
０
‐
８
０
５
７
‐

７
９
１
５

●
大
和
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
㈱
（
自
動
車
販
売
）

　
代
表
取
締
役 

ス
ン
ダ
ラ
ム

ス
ン
ダ
ラ
ラ
ー
ジ
ャ
ン

　

本
町
１
５
‐
３

　

℡
25
‐
７
２
２
２

●
㈲
カ
シ
コ
製
作
（
金
属
加

工
）

　
代
表
取
締
役　

渡
辺　

賢
市

　

惣
社
町
１
５
１
０
‐
１
７

　

℡
27
‐
８
６
２
３

●
㈱SEV

EN
 STARS 

　

TRAD
IN

G

（
中
古
車
・

中
古
部
品
の
販
売
）

　
代
表
取
締
役 

ア
ブ
ド
ル
ラ

ヒ
ム

　

大
平
町
西
野
田
１
５
２
０

　

℡
21
‐
８
４
０
４

●
栃
木
エ
コ
建
設
㈱

　
（
建
設
業
）

　
代
表
取
締
役　

熊
倉　

正
雄

　

城
内
町
２
‐
５
３
‐
４
１

　

℡
25
‐
６
０
２
５

●
Ｙ
Ｙ
ガ
レ
ー
ジ
（
自
動
車

販
売
・
修
理
・
板
金
・
保

険
）

　

代
表　

海
老
沼　

康
聡

　

薗
部
町
３
‐
４
‐
１

　

℡
20
‐
２
０
２
２

●
て
さ
く
り
田
園
レ
ス
ト
ラ

ン
（
飲
食
業
）

　
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ　

鷺
嶋　

昌
久

　

片
柳
町
２
‐
３
５
‐
１
１

メ
ゾ
ン
ド
ロ
ー
ジ
ェ
Ⅱ
‐

１
０
２

　

℡
92
‐
７
８
８
８

●
臼
井
建
築
（
建
築
業
）

　

代
表 

臼
井　

宏

　

平
井
町
９
８
３
‐
３

　

℡
24
‐
３
０
２
０

●
日
本
機
総
㈱
（
一
般
貨
物

運
送
業
）

　
代
表
取
締
役　

江
田　

光
明

　

新
井
町
１
０
１
３
‐
１
７

　

℡
22
‐
５
２
５
３

●
㈱
行
廣
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー

　
（
人
材
派
遣
）

　
代
表
取
締
役　

行
廣　

智
明

　

大
宮
町
２
４
９
６
‐
５

　

℡
21
‐
８
７
６
０

●
緑
地
管
理
（
林
業
・
造
園

業
）

　

代
表　

岡
村　

健

　

梓
町
２
４
４
‐
５

　

℡
０
９
０
‐
５
５
０
２
‐

　
　

１
３
３
０

【
敬
称
略
】

　

ご
入
会

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

複利厚生制度
にご活用いただけます

毎年収支計算し剰余金があれば

配当金も!
商工会議所独自の
給付制度も!

業務上・業務外を問わず

24時間保障
１年更新で医師の

診査なし

福祉団体定期保険部分について、１年ごとに収支計算を
おこない剰余金が生じた場合に配当金としてお返しいた
します。配当金額等の詳細は、「生命共済制度配当金支払
明細」をご確認ください。

平成26年度『うずま共済』配当金のお振込みについて

振込日：平成27年12月21日
振込先：『うずま共済』掛金の振替口座
【問合せ先】業務課　℡	23-3131

【問合せ先】
業務課　℡	23-3131

「ご加入にあたってはパンフレット・重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）をご覧ください。」
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巴
波
桜
植
樹

⑸ 栃 木 商 工 会 議 所 ニ ュ ー ス  平成27年12月10日発行

＊ 市 の 人 口 ＊

月 総人口 男性 女性 世帯数

９月末 163,601 81,112 82,489 62,979

10月末 163,572 81,117 82,455 63,038

＊必ずチェック＊
＊最低賃金　使用者も、労働者も＊

　栃木県最低賃金は、平成 27 年 10 月 1 日
から時間額751円に改正発行されています。
　栃木県内の 6 の産業の特定最低賃金は、
平成 27 年 12 月 31 日から以下のとおり改正
発効されます。
『塗料製造業　時間額 888円』、
『はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業　時間額 835円』、
『電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業　時間額
836円』、
『自動車・同附属品製造業　時間額840円』、
『計量器・測定器・分析機器・試験機・測
量機械器具製造業、医療用機械器具・医療
用品製造業、光学機械器具・レンズ製造
業、医療用計測器製造業、時計・同部分品
製造業　時間額 835円』、
『各種商品小売業　時間額 800円』

詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室
（℡ 028-634-9109）
又は、最寄りの労働基準監督署にお問い合
わせください。

日
商 

検
定
実
施
報
告

商工会議所検定試験

第205回珠算検定試験　　平成27年10月25日
　 受験者数 合格者数 合格率

１級 13 4 30.8%
２級 15 6 40.0%
３級 21 11 52.4%
４級 1 0 0.0%
５級 4 1 25.0%
６級 3 2 66.7%
合計 57 24 42.1%

第141回簿記検定試験　　平成27年11月15日
　 受験者数 合格者数 合格率

２級 116 12 10.3%
３級 48 14 29.2%
合計 164 26 15.9%

第43回2級販売士検定試　平成27年９月26日
　 受験者数 合格者数 合格率

２級 10 8 80.0%

　

去
る
11
月
18
日
栃
木
市

内
に
お
い
て
、「
Ｆ
Ｍ
く
ら

ら
８
５
７
」
開
局
に
伴
う

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　

栃
木
県
内
初
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
開
設
と

な
り
、
身
近
な
情
報
の
発

信
に
加
え
、
有
事
の
際
は

防
災
放
送
の
役
割
を
備
え

た
放
送
局
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

新
栃
木
ま
ち
お
こ
し
の

会
（
谷
中
宏
太
郎
会
長
）

で
は
、
11
月
28
日
多
く
の

来
賓
出
席
の
も
と
巴
波
桜

の
植
樹
祭
を
開
催
し
た
。

　

巴
波
桜
は
、
と
ち
ぎ
桜

花
組
合
の
皆
様
に
よ
り
生

産
・
育
成
が
進
め
ら
れ
、

ピ
ン
ク
の
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
る
新
品
種
の
桜
で
、

「
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

巴
波
川
の
よ
う
に
多
く
の

市
民
に
愛
さ
れ
、
市
を
代

表
す
る
花
に
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
」
す
す
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

計
画
で
は
、
新
栃
木
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
嘉
右

衛
門
町
例
幣
使
街
道
ま
で

で
あ
る
が
、
今
回
第
１
期

工
事
と
し
て
新
栃
木
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
西
へ
約

１
０
０
ｍ
に
わ
た
り
植
樹

さ
れ
た
。

　

同
ま
ち
お
こ
し
の
会
で

は
、「
今
後
新
と
ち
ぎ
を
桜

街
に
！
」
を
合
言
葉
に
巴

波
桜
の
里
親
を
募
集
し
て

い
る
。

○
１
口　

１
３
，
０
０
０
円

　

・
高
さ
１
ｍ
の
苗
木

　

・ 

里
親
の
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト

　

・
樹
木
の
管
理

　
　

 

新
栃
木
ま
ち
お
こ
し

の
会

　
　

栃
木
農
業
高
校（

協
力
）

FMくらら857

開 局

栃木市
コミュニティ放送局

大川会頭　来賓挨拶

植樹祭

開局記念式典　開催風景

【
お
問
合
せ
先
】

　
新
栃
木
ま
ち
お
こ
し
の
会
事
務
局
（
昭
和
パ
ッ
ク
㈱
）
内
）

　

℡
24
‐
６
０
０
０
（
担
当　

日
向
野
・
新
井
）
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　11月13日、日本商工会議所青年部第33回全国
会長研修会が群馬県前橋市で開催された。
　まず開会式が行われ、伴日本YEG会長（宇都
宮YEG）より「繋がりを我が力に変えて、更な
る連帯の証を求めよう！」との挨拶がなされた。
その後、岡村寅嗣次年度会長予定者（京都YEG）
の所信表明に続いて会長研修会が開催され、活
発なディスカッションが行われた。
　今回の会長研修会に出席して、日本YEGに所
属する価値や意義について再確認し、単会の方
針にどのように反映させるかについて考える良
い機会となった。

副会長　田邉　勇輝　

平成27年12月10日発行 栃 木 商 工 会 議 所 ニ ュ ー ス  ⑹

　去る11月18日、小山YEGとの合同例会「小山YEG・栃木YEG 会
員エンジョイ交流例会」がサンプラザにおいて開催され、当YEG
の会員を含め総勢53名が出席した。これは、隣接する商工会議所
青年部同士で、お互いの活動や意思を理解し合い、連携・協調し
あって地域を盛り立てていくために、小山YEGと栃木YEGのメン
バー同士が交流を図る機会とすることを目的に昨年度より開催し
ているものである。
　会はまず、当YEG谷中会長より、「各単会の会員が共に自己研鑽
に励み、企業力を向上させ、地域の更なる発展に寄与し将来像を
描いてまいろう」と挨拶がなされた。

　続いて、活動報告が行なわれ、各YEGの特色ある事業や商工会
議所との協力・連携事業等の取り組み等について紹介された。
　その後、ボウリングの対抗戦に引き続き懇親会が開催された。
小山YEG鵜飼会長の挨拶に始まり、名刺交換や情報交換が随所で
垣間見られるなど、終始和やかな雰囲気で進行され、企業経営や
YEG活動に対するモチベーションを向上させる内容が盛りだくさ
んであった。
　今回の例会を通じ、夫々の事業活動から学ぶとともに積極的な
交流が図られ、ビジネスやYEG活動における連携の輪の広がりに
手ごたえを感じることができた。互いの地域において時代のニー
ズを先取りする先見性を持ち、環境の変化に対応する姿勢をも

ち、今後の企業経営やYEG活動に役立ててまいりたいと思う。
　最後に、今回の例会にご協力いただきました小山YEGの皆様には、心より御礼申し上げ報告といたします。

交流エンジョイ委員長　米木　隆　

青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.336  平成27年12月10日発行   ● 編集／青年経営者会

「小山YEG・栃木YEG会員エンジョイ交流例会」を開催11月
担当例会

谷中会長の挨拶

小山YEG鵜飼会長の挨拶

日本商工会議所青年部

第３３回全国会長研修会に出席
青年経営者会とは・・・
異業種交流を通じて自己研鑽につとめます

　青年経営者会は、若い経営者や次代を担う後
継者の自己研鑽のために、昭和61年11月に創設
されました。現在、90名余の会員が、活動を通
じて事業の活性化と地域経済の振興を目指して
います。各会員は委員会に所属し、講習会や研
修など各事業を推進することになりますが、会
員相互の親睦も積極的に図られ、ビジネスに結
びつく情報交換も活発に行われており、個々の
メリットの追求ができます。明日の企業経営を
拓く力がここにあります。

■栃木商工会議所青年経営者会 事務局
　〒328-8585栃木市片柳町2-1-46
　TEL 0282-23-3131　FAX 0282-22-7550

新会員募集中です。一緒に活動しませんか！


